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米国の NIST（国立標準技術研
究所）には，原子分光のデータ

ベースがあります．実験で得られた電子遷移の発光スペ
クトル線の同定時など，プラズマ・核融合学会の会員に
限らず，おそらく世界中の多くの研究者・開発者が利用
していると思われます．私自身も大学院生の時に，NIST
の atomic spectroscopy databaseをよく参照しておりま
した．NISTを利用しつつ，学生時代の私が率直に感じた
ことは，これだけの原子分光データベースを無償で世界
中に提供する，米国という国の研究水準の高さと，何よ
りも，その懐の深さです．世界をリードする自負・姿勢と，
何というか，学生ながらに余裕すら感じました．「アメリ
カという国はすごい」という印象を，その時に漠然と植
え付けられた感があります．
時が流れ，この編集後記を執筆する数日前ですが，同
僚の一人から NIST atomic spectroscopy databaseが閉
鎖される，という一報を受け取りました．ちょうどエイ
プリル・フール近辺だったので，何かの冗談かと思って

いると，どうも本当の様です．まさか自分が生きている
間に，そんなことが本当に起こるのかと思うほどの，衝
撃的なニュースでした．ご存知の方も多いと思いますが，
閉鎖という方針に反対する抗議の署名サイトも立ち上がっ
ています．https: / / oppose-the-layoff-of-the-nist-atomic-
spectroscopy-group.org /

NISTの件ではないですが，身の回りにあるものが急に
なくなる，使用できなくなると，やはり困ります．研究
だけではなくもっと身近な事柄でも，なくなると困るも
のが多くあります．コロナウイルスの緊急事態宣言から5
年がたち，この間，生活容体の変化に翻弄されてきまし
た（私事ですが，この間に2,000 km離れた職場に異動す
ることになり，これまた大変でした）．一旦落ち着きを見
せ，今ではまるで何もなかったかのような日常が戻りつ
つあります．私のような能天気な人間は，すぐに過去の
困った出来事を忘れてしまいがちですが，NISTの件もあ
り，何でもが当たり前ではないということを，改めて考
えさせられています．	 （富田健太郎）




